
一
．
ま
ぼ
ろ
し
の
芝
山
古
墳
と
は
、 

二
〇
一
二
年
七
月
八
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
知
ら
れ
ざ

る
大
英
博
物
館 

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ガ
ー

ラ
ン
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
。
そ
の
中
で
、
東
石
切
町
に

あ
っ
た
今
は
破
壊
さ
れ
失
わ
れ
た
芝
山
古
墳
（
標
高
約
八
〇
ｍ
）

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
内
容
は
、
調
査
記
録
か
ら
、
大
英
博

物
館
の
科
学
調
査
部
に
よ
る
出
土
品
の
復
元
、
日
本
と
の
合
同

調
査
団
に
よ
る
古
墳
の
内
部
の
様
子
、
二
つ
の
棺
と
須
恵
器
、
高

坏
の
配
置
な
ど
が
再
現
さ
れ
た
貴
重
な
映
像
だ
っ
た
。 

実
は
、
明
治
の
初
め
大
阪
造
幣
局
に
冶
金
技
師
と
し
て
、
招

聘
さ
れ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
は
、
見
瀬
丸
山
古
墳
な
ど

日
本
各
地
の
約
四
〇
〇
の
古
墳
を
訪
れ
、
調
査
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
芝
山
古
墳
に
つ
い
て
の
調
査
記
録
は
、
精
緻
を
き
わ
め
て

学
術
的
に
も
優
れ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
副

葬
品
の
殆
ど
を
イ
ギ
リ
ス
に
持
ち
帰
り
、
後
に
、
大
英
博
物
館
に

寄
贈
し
た
と
い
う
。 

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
の
報
告
文
で
は
石
室
中
央
部
に

木
棺
二
基
有
り
、
周
囲
に
直
刀
二
、
短
刀
一
、
鉄
鏃
、
馬
具
類
（
杏

葉
、
雲
珠
、
轡
・
鐙
・
尾
錠
）、
玉
類
一
一
〇
八
個
（
ガ
ラ
ス
製

七
〇
九
一
、
銀
製
十
七
、
土
製
一
二
三
、
滑
石
製
一
三
三
、
碧
玉

製
四
一
、
勾
玉
三
、
そ
の
他
水
晶
・
琥
珀
・
瑪
瑙
製
な
ど
）、
須

恵
器
の
器
台
な
ど
一
六
個
と
い
う
多
量
の
遺
物
、
そ
し
て
、
環
頭

太
刀
柄
頭
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
た
青
銅
製
の
鍍
金
の
あ
る
三
輪

（
み
わ
）
玉
一
〇
個
を
採
集
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。 

こ
れ
ら
の
貴
重
な
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
須
恵
器
な
ど
土
器
類
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
残
念

な
が
ら
全
容
は
、
視
聴
者
に
は
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

≪

馬
具
類
、
豪
華
な
飾
り
馬
の
装
飾
品≫

 

・
剣
菱
形
と
い
わ
れ
る
透
か
し
の
あ
る
五
角
形
の
杏
葉
二
個
。 

鉄
地
金
銅
張
り
鍍
銀
笠
鋲
が
撃
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
心
葉
形 

の
杏
葉
一
個
。 

・
鉄
地
金
銅
張
り
の
雲
珠
。
径
九
㎝
、
高
さ
一
．
八
㎝
、
厚
さ
二
． 

五
㎜
。
線
刻
幅
一
㎜
。
そ
し
て
、
土
地
の
所
有
者
所
蔵
の
青
銅

製
の
五
鈴
付
馬
鈴
一
個
。 

       

≪

須
恵
器≫

 

      

≪

捩
り
文
環
頭
大
刀≫

 

・
左
の
図
が
鉄
製
捩
り
文
環
頭
把
頭
、
直
径
約
八
㎝
。
装
飾
に
使

わ
た
る
三
輪
玉
一
〇
個
。
下
の
図
は
、
藤
ノ
木
古
墳
か
ら
出
土
し

た
捩
文
環
頭
大
刀
を
復
元
し
た
柄
頭
。 

 

後
年
、
昭
和
三
十
四
年
、
坊
主
山
全
体
を
削
平
し
て
住
宅
地

に
す
る
土
地
開
発
が
計
画
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
昭
和
後
期
古

墳
研
究
会
が
発
掘
調
査
に
入
っ
た
。
そ
の
時
、
副
葬
品
と
し
て
、

僅
か
に
ガ
ラ
ス
玉
数
個
と
Ⅱ
形
式
須
恵
器
片
が
発
掘
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
時
、
芝
山
古
墳
の
概
要
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

・
築
造
時
期 

六
世
紀
初
め
を
推
定
。 

・
墳
形
、
墳
丘
規
模 

前
方
後
円
墳
。
全
長
三
十
ｍ
。
葺
石
、
埴 

輪
は
確
認
さ
れ
ず
。
築
造
時
に
は
埴
輪
円
筒
列
が
存
在
し
た
。 

・
後
円
部 

直
径
十
七
ｍ
、
高
さ
二
ｍ
。
後
円
部
中
央
に
玄
室 

・
前
方
部 

長
さ
十
三
ｍ
最
大
十
一
ｍ
。 

・
玄
室 

奥
壁
側
の
幅
三
ｍ
、
横
の
長
さ
三
．
八
ｍ
。 

・
羨
道 

幅
は
玄
門
側
一
ｍ
、
羨
門
側
〇
．
八
五
ｍ
、
高
さ
は
玄 

門
側
一
．
六
ｍ
、
羨
門
側
一
．
四
ｍ
。
羨
道
全
長
は
一
．
八
ｍ
。 

・
奥
壁
側
・
玄
門
側
と
も
に
ド
ー
ム
状
の
持
ち
送
り
が
強
く
、
〇
． 

五
～
〇
．
六
ｍ
の
天
井
石
三
枚
で
構
築
。
石
室
内
部
に
ベ
ン
ガ 

ラ
が
塗
ら
れ
て
い
る
の
は
近
畿
と
し
て
は
珍
し
い
。
羨
道
が 

短
く
（
一
．
六
ｍ
）。
関
西
で
横
穴
式
石
室
と
し
て
は
、
塔
塚 

（
方
形
墳
）
に
つ
い
で
最
古
（
末
永
教
授
）。
北
九
州
で
は
五 

世
紀
末
～
六
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
て
い
る
。 

ま
ぼ
ろ
し
の
前
方
後
円
墳
「
芝
山
古
墳
」 

～
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
継
体
天
皇
と
河
内
馬
飼
集
団
～ 

南 
 

光 

弘 

剣菱形杏葉 

雲珠 
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新池埴輪製作遺跡? 



芝
山
古
墳
周
辺
の
遺
跡
、
遺
構
を
見
る
と
、
築
造
さ
れ
た
六
世

紀
の
初
め
の
生
駒
西
麓
に
は
、
日
下
遺
跡
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
一

二
歳
前
後
の
牡
馬
で
体
高
約
一
三
〇
㎝
の
蒙
古
系
の
中
型
馬
一

体
分
の
全
身
骨
格
が
昭
和
四
一
年
に
出
土
し
て
い
る
。
放
射
性

炭
素
年
代
測
定
の
結
果
、
四
世
紀
末
～
六
世
紀
中
頃
と
判
明
。
ま

た
、
北
方
に
は
「
馬
が
船
に
乗
っ
て
来
た
」
で
有
名
な
蔀
屋
北
遺

跡
が
あ
り
、
五
～
六
歳
、
体
高
一
二
四
㎝
の
蒙
古
系
馬
の
骨
格
が 

出
土
し
て
い
る
。
ま
た
竪
穴
住
居
跡
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
竈

や
製
塩
土
器
、
韓
式
土
器
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
生
駒
西
麓
に
は
古
墳
が
多
数
築
造
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
当
時
、
周
辺
に
は
、
寺
川
に
堂
山
古
墳
群
の
一
号
墳
、
五
世
紀

後
半
築
造
で
径
二
〇
ｍ
の
円
墳
が
存
在
し
、
石
切
劔
箭
神
社
の

宝
物
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
神
並
の
正
興
寺
山
丸

山
古
墳
と
、
五
世
紀
後
半
の
円
墳
径
二
〇
ｍ
の
塚
山
古
墳
が
あ

っ
た
。
な
お
、
馬
具
の
副
葬
品
や
金
銅
製
環
頭
大
刀
で
知
ら
れ
て

い
る
山
畑
古
墳
群
は
、
芝
山
古
墳
築
造
か
ら
数
一
〇
年
後
の
築

造
と
さ
れ
て
い
る
。 

 二
．
芝
山
古
墳
と
同
じ
時
期
築
造
の
今
城
塚
古
墳
、 

 

芝
山
古
墳
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
築
造
さ
れ
た
古
墳
が
摂
津

に
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
が
第
二
六
代
継
体
天
皇
（
五
三
一
年

没
）
の
陵
墓
と
い
わ
れ
て
い
る
今
城
塚
古
墳
。 

          

今
城
塚
古
墳
の
概
略
は
、 

・
前
方
後
円
墳
。
墳
丘
長
一
九
〇
ｍ
、
全
長
三
五
〇
ｍ
、
後
円
部 

径
一
〇
〇
ｍ
、
前
方
部
幅
一
六
〇
ｍ
。
二
重
の
周
濠
が
あ
る
。 

も
と
も
と
は
三
段
築
成
。
横
穴
式
石
室
。 

・
出
土
物 

総
数
一
三
六
点
以
上
の
象
形
埴
輪
、
日
本
最
大
の 

 

家
形
埴
輪
や
精
緻
な
武
人
埴
輪
。
そ
し
て
、
三
輪
玉
、
捩
文
環 

頭
大
刀
、
鏡
、
須
恵
器
（
Ｍ
Ｔ
１
５
）
な
ど
。
埴
輪
祭
祀
区
は
、 

天
皇
陵
で
の
埴
輪
祭
祀
の
実
態
を
示
す
も
の
。 

・
石
棺
。
馬
門
石
の
刳
抜
式
家
形
石
棺
、
竜
山
石
の
刳
抜
式
家
形 

石
棺
、
二
上
山
凝
灰
岩
の
組
合
せ
式
家
形
石
棺
の
三
基
。 

左
の
写
真
三
枚
は
今
城
塚
古
代
歴
史
館
の
展
示
品
。 

 
 
 

                     

≪

新
池
埴
輪
製
作
遺
跡≫

 

五
世
紀
中
頃
～
六
世
紀
中
頃
ま
で
の
約
一
〇
〇
年
間
、
断
続

的
に
操
業
し
て
い
た
、
日
本
最
古
最
大
級
の
埴
輪
生
産
遺
跡
。 

三
棟
の
大
型
埴
輪
工
房
と
一
八
基
の
埴
輪
窯
、
工
人
集
落
（
竪
穴

住
居
一
五
棟
）
な
ど
が
丘
陵
上
約
二
万
七
千
㎡
の
発
掘
調
査
で

確
認
さ
れ
、
埴
輪
生
産
シ
ス
テ
ム
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
。 

生
産
さ
れ
た
埴
輪
は
太
田
茶
臼
山
古
墳
（
五
世
紀
中
頃
）
や
今

城
塚
古
墳
（
六
世
紀
前
）
と
い
っ
た
巨
大
古
墳
を
は
じ
め
と
し

て
、
土
保
山
古
墳
や
昼
神
車
塚
古
墳
の
三
島
の
有
力
者
の
古
墳

に
立
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
城
塚
古
墳
の
須
恵
器
型
式
は
、
Ｍ

Ｔ
・
１
５
、
Ｔ
Ｋ
１
０
。
新
池
遺
跡
の
ヘ
ラ
記
号
の
円
筒
埴
輪
と

Ｍ
Ｔ
・
１
５
の
須
恵
器
が
共
存
し
て
い
る
。  

七
世
紀
の
集
落
跡
か
ら
は
、
新
羅
土
器
も
出
土
し
て
い
て
、

『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇 

二
三
年
条
に
あ
る
新
羅
人
の
子
孫
が

住
む
と
い
う
「
摂
津
国
三
島
郡
埴
廬
（
は
に
い
ほ
）」
そ
の
も
の

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
裏
付
け
る
遺

跡
で
も
あ
る
。 

 三
．
芝
山
古
墳
の
副
葬
品
、
捩
り
文
環
頭
大
刀
を
考
え
る 

 

生
駒
山
の
西
麓
、
標
高
八
〇
ｍ
に
裾
野
に
沿
う
よ
う
に
築
造

さ
れ
た
全
長
三
十
ｍ
、
二
段
築
成
の
前
方
後
円
墳
に
数
多
く
の

円
筒
埴
輪
な
ど
が
並
び
、
威
容
を
放
つ
姿
を
、
河
内
湖
に
入
っ
て

き
た
人
々
、
河
内
野
の
人
々
の
眼
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

芝
山
古
墳
の
被
葬
者
を
考
え
る
と
き
、
関
西
で
は
最
古
に
近

い
横
穴
式
石
室
に
葬
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
石
室
が

ベ
ン
ガ
ラ
で
装
飾
が
な
さ
れ
、
北
九
州
に
多
い
持
ち
送
り
状
の

ド
ー
ム
型
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
副
葬
品
、
特
に
埋
葬
年
代
が
推
定
で
き
る
須
恵
器
、
豪
華
な

装
飾
馬
に
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
馬
具
、
そ
し
て
、
威
信
財
と
も

い
え
る
捩
文
環
頭
大
刀
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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被葬者と考えられている

継体天皇と捩文環頭大

刀、三輪玉 



 
≪

捩
り
文
環
頭
大
刀 

出
土
の
分
布≫

 
図
の
●
は
、
芝
山
古
墳
と
同
じ
く
、
捩
り
文
環
頭
大
刀
、
Ｍ
Ｔ
・

１
５
の
須
恵
器
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
二
〇
箇
所
の
古
墳
を
示
し

て
い
る
。
古
墳
名
（
芝
山
古
墳
を
除
く
）
が
記
さ
れ
て
い
る
二
本

松
山
古
墳
、
十
善
の
森
古
墳
、
山
津
照
神
社
古
墳
、
鴨
稲
荷
山
古

墳
な
ど
に
は
、
金
銅
製
冠
（
広
帶
二
山
式
を
含
む
）
が
副
葬
さ
れ

て
い
た
。 

古
墳
に
副
葬
さ
れ
て
き
た
環
頭
大
刀
の
柄
頭
は
、
頭
椎
（
か

ぶ
ち
）
か
ら
単
鳳
と
変
化
し
て
き
た
が
六
世
紀
、
継
体
天
皇
の
時

代
に
、
楔
形
柄
頭
大
刀
の
柄
頭
上
部
に
、
捩
り
を
加
え
た
半
円
形

の
鉄
製
環
（
捩
環
）
が
取
り
付
け
ら
れ
、
三
輪
玉
で
装
飾
さ
れ
た

環
頭
大
刀
が
出
現
し
た
。 

こ
の
捻
り
文
環
頭
大
刀
は
、
継
体
天
皇
の
臣
下
が
朝
廷
に
参

内
す
る
と
き
に
佩
刀
（
腰
に
吊
る
し
て
装
備
す
る
）
さ
れ
た
下
賜

刀
。
ま
た
、
臣
下
の
葬
儀
の
際
の
王
権
か
ら
の
下
賜
刀
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。 

図
に
あ
る
、
鴨
稲
荷
山
古
墳
は
、
近
江
国
高
島
郡
の
三
尾
に
あ

い
臣
下
で
あ
り
、
全
長
六
〇
ｍ
の
前
方
後
円
墳
。
二
上
山
凝
灰
岩

製
の
刳
抜
式
石
棺
に
副
葬
品
と
し
て
、
飾
沓
、
金
製
耳
飾
り
、
捩

り
環
頭
太
刀
・
三
輪
玉
、
三
葉
文
楕
円
形
杏
葉
な
ど
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。 

高
島
郡
三
尾
は
、『
日
本
書
紀
』
継
体
天
皇
の
条
に
あ
る
「
男

大
迹
王
（
お
ほ
ど
お
う
）
は
、
誉
田
（
ほ
む
た
・
応
神
）
天
皇
の

五
世
の
孫
、
彦
主
人
王
の
子
な
り
。
母
を
振
媛
と
日
す
。
振
媛
は
、

活
目
（
い
く
め
）
天
皇
の
七
世
の
孫
な
り
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、 

「
彦
主
人
王
は
、
近
江
国
高
島
郡
の
三
尾
の
別
業
（
な
り
ど
こ

ろ
）
よ
り
、
使
を
遣
し
て
、
三
国
の
坂
中
井
に
聘
（
む
か
）
へ
て
、

納
（
め
し
い
）
れ
て
妃
と
し
た
ま
ふ
。
遂
に
つ
い
に
天
皇
を
産

む
。」
と
、
記
さ
れ
て
お
り
、
継
体
天
皇
の
誕
生
の
地
で
あ
る
。 

三
尾
に
は
、
彦
主
人
王
が
葬
ら
れ
て
い
る
王
塚
古
墳
が
あ
る
。

ま
た
、
男
大
迹
王
は
、
高
島
の
三
尾
君
の
娘
、
稚
媛
と
倭
媛
を
娶

っ
て
い
る
。
鴨
稲
荷
山
古
墳
の
被
葬
者
は
稚
媛
と
の
第
一
子
、
太

郎
皇
子
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
次
い
で
、
母
方
、
振
媛
の
繋
が
り
で
尾
張
連
草
香
女
目

子
媛
と
の
間
に
、
後
に
第
二
八
代
安
閑
、
二
九
代
宣
化
天
皇
に
な

る
子
を
も
う
け
て
い
る
。
欽
明
天
皇
に
な
る
皇
子
は
、
樟
葉
宮
で

即
位
し
、
皇
后
手
白
香
皇
女
と
の
間
に
誕
生
し
て
い
る
。
継
体
天

皇
五
八
歳
の
時
で
あ
る
。（『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
） 

次
い
で
、
図
の
山
津
照
神
社
古
墳
は
、
全
長
四
六
．
二
ｍ
の
前

方
後
円
墳
。
当
時
の
倭
国
で
重
要
な
産
鉄
や
鉄
鋌
（
て
つ
て
い
）

な
ど
の
流
通
に
関
わ
り
、
継
体
天
皇
と
強
い
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
大
氏
族
、
息
長
氏
の
墳
墓
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
彦
主
人

王
、
継
体
天
皇
に
つ
な
が
る
応
神
天
皇
の
子
、
若
野
毛
二
俣
王

は
、
息
長
真
若
中
媛
と
の
間
に
誕
生
し
て
い
る
。 

副
葬
品
は
、
倣
製
の
銅
鏡
二
面
（
獣
文
鎮
・
五
鈴
鏡
）、
内
行

花
文
鏡
、
広
帶
二
山
式
金
銅
製
冠
、
捩
り
環
頭
大
刀
・
水
晶
製
三

輪
玉
、
刀
子
、
馬
具
（
杏
葉
・
鞍
金
具
・
鐙
・
雲
珠
な
ど
。「
二

重
の
石
室
」
か
ら
北
部
九
州
系
の
内
部
に
石
屋
形
が
あ
る
横
穴

式
石
室
は
赤
色
顔
料
が
塗
ら
れ
て
い
た
。 

≪

な
ぜ
、
捩
り
環
頭
大
刀
が
芝
山
古
墳
に≫

 

捩
り
環
頭
大
刀
分
布
図
の

古
墳
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

大
き
さ
は
違
っ
て
も
横
穴
式

石
室
を
備
え
た
前
方
後
円
墳

で
あ
る
。
ま
た
、
継
体
天
皇
の

臣
下
が
朝
廷
に
参
内
す
る
と

き
に
佩
刀
さ
れ
た
下
賜
刀
、

ま
た
は
、
臣
下
の
葬
儀
の
際

の
王
権
か
ら
の
下
賜
刀
と
も

い
わ
れ
て
い
る
捩
り
環
頭
大

刀
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
分
布
図
に
あ
る
古
墳
の

被
葬
者
と
同
じ
く
、
継
体
天

皇
に
近
く
信
頼
が
厚
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 四
．
で
は
、
芝
山
古
墳
の
被
葬
者
は
、
誰
で
あ
ろ
う
か
。 

推
考
す
る
の
に
、
次
の
事
柄
を
手
掛
か
り
に
考
え
て
み
た
い
。 

捩
り
環
頭
大
刀
分
布
図
の
二
〇
基
の
古
墳
の
中
で
、
芝
山
古

墳
の
副
葬
品
の
検
出
さ
れ
た
場
所
に
、
少
し
違
っ
た
特
徴
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
青
銅
製
の
五
鈴
付
馬
鈴
な
ど
豪
華
な
馬
具
に
混
じ

っ
て
捩
り
文
金
具
と
三
輪
玉
一
〇
個
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
。
こ

の
こ
と
は
、
馬
具
が
生
前
の
被
葬
者
に
と
っ
て
誇
り
う
る
重
要

鴨稲荷山古墳石棺 

継体期における 

捩り環頭大刀分布図 

 

古墳研究会が調査した頃の芝山古墳 



な
遺
品
で
あ
り
、
王
権
内
で
の
地
位
や
役
割
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
、
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
日
本
書
紀
』
継
体
天
皇
の
条
に
、
河
内
馬
飼
首
荒
籠
に
関
す

る
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。 

第
二
十
五
代
天
皇
、
武
烈
天
皇
が
継
嗣
の
な
い
ま
ま
崩
御
。
ヤ

マ
ト
王
権
の
豪
族
た
ち
は
後
継
者
を
探
し
始
め
た
。
倭
彦
王
（
仲

哀
天
皇
の
五
世
孫
）
を
ス
カ
ウ
ト
に
向
か
っ
た
が
逃
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
大
伴
金
村
大
臣
、
物
部
麁
鹿
火
（ 

あ
ら
か
ひ/

あ
ら
か

い
）
大
連
、
巨
勢
男
人
（ 

お
ひ
と
）
大
臣
が
、
越
前
・
三
国
あ

る
い
は
近
江
に
居
た
男
大
迹
王
を
帝
（
す
め
ら
み
こ
と
）
に
、
と

ス
カ
ウ
ト
に
向
か
う
が
、
男
大
迹
王
は
悠
然
と
し
た
天
皇
の
風

格
を
以
て
応
対
し
、
ヤ
マ
ト
王
権
へ
の
ス
カ
ウ
ト
を
頑
と
し
て

受
け
入
れ
な
か
っ
た
。 

そ
こ
へ
、
故
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
河
内
馬
飼
首
荒
籠
が
秘
か

に
使
い
を
出
し
て
、
大
伴
金
村
大
臣
ら
の
真
意
を
男
大
迹
王
に

伝
え
さ
せ
て
い
る
。 

『
魏
志
倭
人
伝
』
に
よ
れ
ば
、
三
世
紀
の
日
本
に
馬
は
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
四
、
五
世
紀
の
蔀
屋
北
遺

跡
、
日
下
遺
跡
か
ら
写
真
の
蒙
古
馬
全
身
骨
格
が
発
掘
さ
れ
て

い
る
。 

そ
れ
は
、
河
内
に
宮
都
を

お
い
た
天
皇
ら
は
、
馬
の
飼

育
に
必
要
な
清
水
と
塩
が
確

保
で
き
、
牧
草
が
育
つ
日
の

当
た
る
斜
面
が
広
が
る
生
駒

西
麓
に
、
牧
を
定
め
て
朝
鮮

半
島
か
ら
成
馬
を
輸
入
し
、

飼
育
、
生
産
を
進
め
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
馬
飼

集
団
の
棟
梁
が
「
河
内
郡
」
に

居
た
河
内
馬
飼
首
荒
籠
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

馬
飼
部
ら
は
、
交
易
や
戦
い
が
あ
れ
ば
共
に
、
各
地
を
駆
け

巡
っ
た
で
あ
ろ
う
。
河
内
馬
飼
首
荒
籠
が
、
各
地
の
豪
族
の
情
報

に
精
通
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

男
大
迹
王
が
「
尚
疑
あ 

り
と
し
て
、
久
し
く
し
て
就
か
ず
」 

と
、
ヤ
マ
ト
王
権
か
ら
の
ス
カ
ウ
ト
を
拒
絶
し
て
い
た
の
は
、
ヤ

マ
ト
王
権
内
部
の
抗
争
、
な
み
い
る
政
敵
を
一
掃
し
た
雄
略
天

皇
の
凄
ま
じ
い
策
略
と
王
権
内
部
の
混
乱
ぶ
り
で
あ
っ
た
。 

雄
略
の
二
代
前
、
允
恭
天
皇
の
皇
后
は
、
応
神
天
皇
の
皇
子
、

若
野
毛
二
派
王
（
稚
渟
毛
二
俣
王
）
の
娘
、
忍
坂
大
中
姫
）
で
、

皇
子
に 

木
梨
軽
皇
子
、 

境
黒
彦
皇
子
、 

穴
穂
皇
子
・
後
に
安

康
天
皇
、 

八
釣
白
彦
皇
子
と
大
泊
皇
子
・
雄
略
天
皇
が
い
た
。 

ま
ず
、
木
梨
軽
皇
子
が
自
害
し
た
。
つ
い
で
允
恭
の
父
、
仁

徳
天
皇
の
皇
子
、
大
草
香
皇
子
が
安
康
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
。
そ

れ
は
、
妹
、
草
香
幡
梭
皇
女
へ
の
献
上
品
（
大
泊
瀬
皇
子
と
の
結

納
品
）、
宝
冠
・
押
木
珠
縵
（
お
し
き
の
た
ま
か
つ
ら
）
を
根
使

主
が
搾
取
し
た
こ
と
に
よ
る
冤
罪
に
よ
る
。
そ
し
て
、
安
康
天
皇

が
大
草
香
皇
子
の
子
、
眉
輪
王
に
殺
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
で
、
大

泊
瀬
皇
子
が
、
葛
城
円
（
つ
ぶ
ら
）
大
臣
の
屋
敷
に
逃
げ
込
ん
だ

眉
輪
王
と
兄
で
あ
る
境
黒
彦
皇
子
、
八
釣
白
彦
皇
子
を
焼
死
さ

せ
て
い
る
（
極
楽
寺
ヒ
ビ
キ
遺
跡
）。
そ
し
て
、
大
泊
瀬
皇
子
は
、

次
の
有
力
な
天
皇
候
補
、
市
辺
押
羽
（
磐
）
皇
子
を
狩
猟
と
称
し

て
射
殺
し
、
二
一
代
天
皇
と
し
て
、
即
位
し
た
。
恐
怖
を
感
じ
た

市
辺
押
羽
皇
子
の
子
、
の
ち
に
顕
宗
天
皇
、
仁
賢
天
皇
と
な
る
弘

計
王
、
億
計
王
は
、
播
磨
に
逃
げ
て
い
る
。 

雄
略
天
皇
は
四
七
九
年
六
二
歳
没
。
次
の
清
寧
天
皇
五
年
間

在
位
没
後
、
継
嗣
な
く
混
乱
（
飯
豊
皇
女
、
角
刺
宮
で
執
政
）
後
、 

顕
宗
、
仁
賢
天
皇
三
年
間
、
十
一
年
間
在
位
。
そ
し
て
、
武
烈
天

皇
が
列
城
宮
で
即
位
。
八
年
間
在
位
、
暴
虐
な
天
皇
と
描
か
れ

る
。
五
〇
六
年
、
五
七
歳
没
。
実
は
、
出
生
不
明
、
十
一
才
即
位
、

一
八
歳
没
説
が
あ
る
。（『
扶
桑
略
記
』） 

『
日
本
書
紀
』
の
記
事
「
留
ま
る
こ
と
二
日
三
夜
あ
り
て
、
遂

に
発
つ
。」 

こ
の
時
、
河
内
馬
飼
首
荒
籠
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
伝
え
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
男
大
迹
王
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
内
部
の
権
力
闘
争

に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。 

思
い
悩
む
男
大
迹
王
の
背
中
を
押
し
た
の
は
、
河
内
馬
飼
首

心
を
傾
け
命
を
委
せ
て
、
忠
誠
（
ま
め
な
る
こ
と
ば
）
を

尽
さ
む
こ
と
を
冀
（
ね
が
）
ふ
。
然
る
に
天
皇
、
意
（
み

こ
こ
ろ
）
み
の
裏
（
う
ち
）
に
尚
疑
あ 

り
と
し
て
、
久
し

く
し
て
就
か
ず
。
適
（
た
ま
た
ま
）
河
内
馬
飼
部
荒
籠
を

知
れ
り
。
密
（
し
の
び
）
に
使
を
奉
遣
（
た
て
ま
だ
）
し

て
、 

具
（
つ
ば
ひ
ら
か 

）
に
大
臣
・
大
連
等
の
迎
え
奉

（
ま
つ
）
る
所
以
（
ゆ
ゑ
）
の
本
意
（
も
と
つ
こ
こ
ろ
ば

へ
）
を
述
べ
ま
う
さ
し
む
。
留
ま
る
こ
と
二
日
三
夜
あ
り

て
、
遂
に
発
つ
。 



部
荒
籠
に
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
雄
略
で
途
切
れ
た
皇
統
が
、

今
に
つ
な
が
る
「
継
体
」
天
皇
の
誕
生
で
あ
っ
た
。 

五
八
歳
に
な
っ
て
い
た
男
大
迹
王
は
、
五
〇
八
年
二
月
、
大
和

の
地
で
な
く
、
琵
琶
湖
水
系
、
淀
川
の
沿
い
の
樟
葉
宮
（
枚
方
市
）

で
即
位
し
、
山
背
筒
城
宮
（
京
都
府
綴
喜
郡
）、
そ
し
て
弟
国
宮

（
京
都
府
長
岡
京
市
）
に
移
り
、
二
〇
年
間
（「
一
本
」
の
注
記

に
は
七
年
間
）
に
し
て
五
二
六
年
九
月
、
大
和
磐
余
玉
穂
宮
（
桜

井
市
）
に
入
っ
た
。 

『
古
事
記
』
で
は
、「（
武
烈
）
天
皇
す
で
に
崩
（
か
む
あ
が
）

り
ま
し
て
日
読
（
ひ
つ
ぎ
）
知
ら
す
べ
き
王
（
み
こ
）
な
か
り
き
。

故
（
か
れ
）
品
太
天
皇
の
五
世
の
孫
、
袁
本
杼
命
（
を
ほ
ど
）
を

近
淡
海
国
よ
り
上
り
坐
（
い
ま
）
さ
し
め
て
、
手
白
髪
命
（
た
し

か
ら
の
み
こ
と
）
に
合
せ
て
、
天
の
下
を
授
け
奉
り
き
」 

「
品
陀
和
気
尊
（
応
神
）
の
五
世

の
孫
、
袁
本
杼
命
、
伊
波
礼
の
玉

穂
宮
に
坐
し
ま
し
て
、
天
の
下
治

ら
し
め
し
き
」
と
、
あ
る
。 

 

ヤ
マ
ト
王
権
の
大
臣
、
大
連
ら
有
力
な
豪
族
で
は
な
く
、「
首

（
お
び
と
）」
に
過
ぎ
な
い
河
内
馬
飼
首
荒
籠
に
つ
い
て
、 

「
貴
賤
（
た
う
と
き
い
や
し
き
）
を
論
（
あ
げ
つ
ら
）
ふ
こ
と

勿
（
な
か
）
れ
。
但
（
た
だ
）
其
の
心
を
の
み
重
み
す
べ
し
」 

と
、
男
大
迹
王
の
偽
ら
ざ
る
心
情
が
『
日
本
書
紀
』
に
感
謝
を

も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

           
 
 

 
 

  

こ
の
よ
う
な
、
継
体
天
皇
と
の
関
係
の
あ
っ
た
河
内
馬
飼
首

荒
籠
が
葬
ら
れ
た
の
は
、
生
駒
山
西
麓
の
河
内
牧
に
近
い
芝
山

古
墳
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
決
し
て
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。 

な
お
、
日
本
の
馬
の
飼
養
の
導
入
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』

仲
哀
天
皇
九
年
十
月
三
日
条
に
、
新
羅
王
は…

、「
今
か
ら
以
降
、

天
地
と
と
も
に
長
く
、
降
伏
し
て
馬
飼
部
と
な
り
ま
す
。
船
の
舵

を
乾
か
さ
ず
に
、
春
秋
に
馬
を
洗
う
梳
（
く
し
）
と
馬
の
鞭
（
む

ち
）
を
献
じ
、
ま
た
海
路
の
遠
い
の
を
も
の
と
も
せ
ず
、
年
ご
と

に
男
女
の
調
を
貢
上
し
ま
し
ょ
う
」
と
。 

継
体
天
皇
二
四
年
九
月
条
に
、「
天
皇
は
任
那
使
の
奏
上
を
聞

き…
…
…

河
内
母
樹
馬
飼
首
御
狩
（
み
か
り
）
を
、
都
へ
参
上
さ

せ
た
」
と
あ
る
。「
母
樹
」
は
豊
浦
の
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
か
ら

は
、
馬
牧
は
河
内
国
額

田
郡
に
も
あ
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
、
そ
し

て
、
馬
飼
部
集
団
は
、

馬
の
飼
養
だ
け
で
な

く
外
交
・
軍
事
面
で
も

活
躍
し
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
天
武
天
皇
十

二
年
九
月
二
三
日
条
に
、
川
内
馬
飼
造
が
「
連
」
の
姓
を
賜
り
、

十
月
に
は
沙
羅
羅
馬
飼
造
が
「
連
」
姓
を
賜
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
、

川
内
（
河
内
平
野
、
古
大
和
川
流
域
）
と
讃
良
郡
に
居
た
馬
飼
部

と
は
違
う
こ
と
が
分
か
る
。 

※
「
天
皇
号
」
は
、
天
武
・
持
統
朝
以
後
に
使
わ
れ
、
そ
れ
ま
で

は
、「
大
王
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
継
体
」「
天
智
」
な
ど
の

漢
風
諡
号
は
奈
良
時
代
に
付
け
ら
れ
た
。 

※
大
王
に
仕
え
る
族
長
と
そ
の
一
族
に
与
え
ら
れ
て
い
た
称
号 

に
臣
・
連
・
君
・
直
・
造
・
首
が
あ
っ
た
。 

 

※
「
大
英
博
物
館
」
所
蔵
の
副
葬
品
を
是
非
と
も
見
た
い
も
の
で 

あ
る
。
故
郷
・
東
大
阪
に
戻
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
東
大
阪
文
化
財
を
学
ぶ
会
） 

参
考
文
献 

・『
日
本
書
紀
』
岩
波
文
庫
版 

三
〇
巻 

漢
文
体 

川
島
親
王
、
中
臣
大
嶋
、
田
辺
氏
等
が
編
纂
。 

・『
古
事
記
』
岩
波
文
庫
版 

日
本
語
重
視
の
変
体
漢
文 

太
安
万
呂
、
稗
田
阿
礼 

 

・『
継
体
天
皇
の
謎
に
挑
む
』
越
ま
ほ
ろ
ば
物
語
編
纂
委
員
会
編 

 

森
浩
一 

門
脇
貞
二 

等 

・『
芝
山
古
墳
の
出
土
遺
物
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』 

大
塚 

初
重
（
明
治
大
学
教
授
） 

・
今
城
塚
古
墳
史
跡
公
園
、
歴
史
館
の
展
示 

な
ど 

樟葉宮跡・交野天神社境内が推定地 

樟
葉
宮 

弟
国
宮 

筒
城
宮 

乃
（
す
な
わ
）
ち
喟
然
歎
（
な
げ
）
き
て
曰
（
の
た
ま
）

は
く
、「
懿
（
よ
）
き
か
な
、
馬
飼
首
。
汝
（
い
ま
し
）
若

（
も
）
し
使
を
遣
（
ま
だ
）
し
て
来
（
き
た
）
り
告
（
も
う
）

す
こ
と
無
か
ら
ま
し
か
ば
、
殆
（
ほ
と
ほ
ど
）
に
天
下
（
あ

め
の
し
た
）
に
蚩
（
わ
ら
）
は
れ
な
ま
し
。
世
（
ひ
と
）
の

云
（
い
）
は
く
、『
貴
賤
（
た
う
と
き
い
や
し
き
）
を
論
（
あ

げ
つ
ら
）
ふ
こ
と
勿
（
な
か
）
れ
。
但
（
た
だ
）
其
の
心
を

の
み
重
み
す
べ
し
』
と
い
ふ
は
、
蓋
（
け
だ
）
し
荒
籠
を
謂

う
か
」
と
、
の
た
ま
う
。 

 

践
祚
（
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
し
ろ
し
め
）
す
に
及
至
（
い
た
）

り
て
、
厚
く
荒
籠
に
寵
待
（
め
ぐ
み
た
ま
）
ふ
こ
と
を
加
ふ
。

甲
申
（
き
の
え
さ
る
・
十
二
日
）
に
、
天
皇
、
樟
葉
宮
に
行

至
（
い
た
）
り
た
ま
ふ
。 


